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多摩西部 

自然共生域（多摩） 

(仮)自然環境共生域（多摩）の役割 

作業中 

【地域の果たす役割】 
・世界に誇る豊かな自然や多様な地域資源が国内外からの注目を集め、スポーツや自然体験の場を提供。 
・魅力的な自然環境が人や企業をひきつけ、二地域居住やサテライトオフィスなど、新たなワーク・ライフ 
 スタイルの場を提供。 

（仮）自然環境共生域 
（多摩） 



(仮)自然環境共生域（多摩）地域像 

作業中 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 
★ 

★ 
★ 

★ 

○自転車コースやトレッキングルートがネットワーク化され、温泉や滝などの観光資源を結ぶ回遊性の高
い地域として観光客でにぎわっている。 

○高尾山や温泉等の観光資源へのアクセス性が向上し、また、世界有数のモトクロス場などのスポーツ施
設やアウトドア施設が諸外国からのスポーツ愛好家を魅了している。 

 

八王子西ＩＣ 

八王子ＪＣＴ 

高尾山 

クロスバイク愛好家に利用されている林道の例 
4 

（都_12/1） 
リード文修正 

図一部削除 

林道を走るマウンテンバイク（イメージ） 

マウンテンバイク競技（イメージ） 

出典：林野庁HP 

出典：経済産業省HP 

★ ★ 蔵元 

2 

経 イ う 



空き家 81.7万戸
┣賃貸用 59.8万戸
┃┣腐食・破損あり 10.9万戸
┃┗腐食・破損なし 49.0万戸
┃ ┣戸建 1.1万戸
┃ ┣長屋建て 0.7万戸
┃ ┗共同住宅 47.1万戸
┃ ┣木造 2.1万戸
┃ ┗非木造 45.1万戸
┣二次的住宅（別荘等） 1.2万戸
┣売却用 5.4万戸
┗その他 15.2万戸

※その他は、転勤・入院などのため居住世帯が長期に
わたって不在の住宅 や建て替えなどのために取り壊す
ことになっている住宅など  

○都心のビジネスマンやＮＰＯ、国内外の若者が農地や古民家、空き家などのストックを多面的に活用す
ることにより、二地域居住やサテライトオフィス等、ゆとりある豊かなライフスタイルが実現し、定住
にもつながっている。 

(仮)自然環境共生域（多摩）地域像 

作業中 

■ダーチャ 
・性格としては、「家庭菜園付住宅」。起源は、レーニンの
10 月ロシア革命（1917年）にさかのぼる。レーニンのス
ローガン／すべての農民に土地を(農民への農地再配分
政策)。 
・現在、ロシア人の８５％がダーチャを保有。ダーチャの土
地の広さは６００㎡、小屋の大きさは４０㎡程度。 

■サテライトオフィス 
・平成２２年１０月から集落内の古民家を都市のＩＣＴ
企業等に貸し出す「サテライトオフィスプロジェクト」を開始。 
・サテライトオフィスの進出は、町内全域に整備された光回線
による高速インターネット環境を利用することで、「いつでも、ど
こでも自由に仕事ができる」次世代ワークスタイルを実現する
とともに、地元での雇用も創出。 
・進出企業は、町内企業との協業、地域のお祭りをはじめとし
た集落活動への参加、町の魅力発信などを行うことで、まちづ
くりにも貢献している。 

※多摩地域における空き家・古民
家の集積状況がわかるデータ等 

（MRI） 
東京都の空き家の実態 

http://www.toshiseibi.metro.toky

o.jp/juutaku_kcs/shiryou_h22_0

2_03.pdf 

東京都の空き家数 

(MRI)ダーチャの写真は個人サイト
から引用のため、差し替えが必要。 

活動イメージpic追加 

出典：平成25年住宅・土地統計調査（平成27年/総務省）より作成 

古民家をサテライトオフィスとして活用 
（徳島県 神山町） 

二地域居住のための庭園付邸宅 
（ロシア ダーチャ） 

出典：総務省HP 出典：農林水産省HP 3 

経済を追加 暮 経 う 



http://www.mlit.go.jp/en/toshi/city_plan/co
mpactcity_network2.html 

○土砂災害のおそれのある区域について、危険の周知、警戒避難態勢の整備や既存住宅の移転促進等の推
進等により、住宅地としての利用が抑制されている。 

○立地適正化計画の導入などにより、居住や都市機能の適切な誘導が図られ、メリハリのある土地利用が
実現している。 

 

(仮)自然環境共生域（多摩）地域像 

作業中 

・居住や民間施設の立地を緩やかにコントロールでき、市街地空洞化防止のための新たな選択肢として活用することが可能となる。 

防災上危険な 
場所の例を示した写真等 

（MRI） 
急傾斜地事例 

http://www.kensetsu.metro.tokyo.j

p/nishiken/kouji2-ka/kasen-

seibi/kasen-seibi.htm 

急傾斜地の崩壊 
（広島市の土砂災害(H26.8)) 

急傾斜地事例（檜原村藤原地区） 

出典：東京都西多摩建設事務所HP 

出典：八王子市土砂災害ハザードマップ 

・出典 
・説明 

・立地適正化計画がうまくいった事例 
・コミュバスの事例 等 

土砂災害ハザードマップ八王子市戸吹町地区 

（都_12/1） 
リード文修正 

出典：国土交通省HP 

立地適正化計画の意義と役割 
～コンパクトシティ・プラス・ネットワークの推進～ 

コミュニティバス 
ムーバス 

公共交通を軸とした拠点集中型
のコンパクトなまちづくり 

出典：国土交通省HP 

• 居住を推進する地区の設定、
当該地域に住む人口の目標 

• 諸機能の集約を図る都心・
地域生活拠点の設定  

• 公共交通軸の設定、公共交
通の整備・維持方針 

出典：国土交通省HP 4 

防 暮 イ 

 
集中豪雨により、土石流や斜
面崩壊が発生 

出典：広島市資料 



(仮)自然環境共生域（多摩）地域像 

作業中 

■桧原村デマンドバスやまびこ 
 
地域（村内の交通空白地域）と路線バスをつなぎ、路線バ
スの発車・到着の時刻に合わせて運行するワゴンバス。 
村が村内交通事業者へ運行委託し、通学・通院・買物に出
かける時間帯などの住民の方のニーズに基づいて運行する公
共交通機関。 

自動運転車両のイメージ 

トヨタ車体「コムス」 

○バス交通不便地域に新たなオンデマンド交通等を導入することにより、地域の高齢者や通勤・通学者の
生活利便性が著しく向上している。 

 

出典：「更なる自動走行技術の活用について」 
   （Ｈ27.5/経済産業局） 

バス交通不便地域のデータ等 

（MRI） 
東京都市圏PT調査を活用した移
動不便者の抽出 

http://www.nilim.go.jp/lab/gbg/p

df/h24-10.pdf 

・現況では東京都内においては、多摩西部エリア、
特に青梅市が最も移動不便者が多いという結果と
なっている。 

※移動不便者の定義 
鉄道駅までのアクセス距離：1800m以上、鉄道の運行頻
度：3本/時以下、バス停までのアクセス距離：600m以上
の条件を満たす住人 

市区町村別移動不便者数 

出典：「東京都市圏PT調査（H20）を活用した移動不便者の抽出」 
（平成24年/国土交通省 国土技術政策総合研究所） 

オンデマンド交通の事例・PICへ変更 

出典：甲州市HP 

5 

・甲州市では、ターゲットを交通弱者（特に高齢者）に絞り、優先順位をつけオンデマンドバスを
導入。公共交通を利用した外出促進で、元気な高齢者を増やす取り組みを推進。 
 

イ 暮 防 



○ 森林や丘陵地の里山等、豊富な自然環境や多様な生態系が維持され、国内外の観光客を魅了する観光 

  ルートが整備されている。 

 

(仮)自然環境共生域（多摩）地域像 

作業中 

多様で豊富な緑や水辺 

※多摩西部における省エネへの取り組み事例 
（あきる野温泉施設へのバイオマス導入など） 

（MRI） 
あきる野市 地域産業推進室 

「あきる野市のバイオマスタウン構想の現状と課題」 
http://biomass.exri.co.jp/wp-

content/uploads/pdf/H20.seminar_energy08.pdf 

 
http://biomass.exri.co.jp/wp-
content/uploads/pdf/H21_report_biomasstown_akiruno.pd
f  
 
http://www.vill.sakae.nagano.jp/chip-
boiler/img/h24report_woody-biomass.pdf  

出典：あきる野市のバイオマスタウン構想の現状と課題 
（平成21年/あきる野市地域産業推進室) 

・東京都あきる野市は平成17年に「観光産業振
興」と「地域資源である木質資源の活用」を柱と
したバイオマスタウン構想を策定。温泉施設では
バイオマスボイラーが使用されている。 

pic追加 
 

奥多摩の固有種など 

pic追加 
 

奥多摩の固有種など 

古里附の
イヌグス  

氷川の三本杉 

倉沢のヒノキ  

出典：奥多摩町環境基本計画（平成26年/奥多摩町) 

瀬音の湯（あきる野市） 

（都_12/1） 
リード文修正 
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経 イ う 

出典：東京都長期ビジョン（平成26年/東京都)から抜粋 

http://biomass.exri.co.jp/wp-content/uploads/pdf/H20.seminar_energy08.pdf
http://biomass.exri.co.jp/wp-content/uploads/pdf/H20.seminar_energy08.pdf
http://biomass.exri.co.jp/wp-content/uploads/pdf/H20.seminar_energy08.pdf
http://biomass.exri.co.jp/wp-content/uploads/pdf/H20.seminar_energy08.pdf
http://biomass.exri.co.jp/wp-content/uploads/pdf/H21_report_biomasstown_akiruno.pdf
http://biomass.exri.co.jp/wp-content/uploads/pdf/H21_report_biomasstown_akiruno.pdf
http://biomass.exri.co.jp/wp-content/uploads/pdf/H21_report_biomasstown_akiruno.pdf
http://biomass.exri.co.jp/wp-content/uploads/pdf/H21_report_biomasstown_akiruno.pdf
http://biomass.exri.co.jp/wp-content/uploads/pdf/H21_report_biomasstown_akiruno.pdf
http://www.vill.sakae.nagano.jp/chip-boiler/img/h24report_woody-biomass.pdf
http://www.vill.sakae.nagano.jp/chip-boiler/img/h24report_woody-biomass.pdf
http://www.vill.sakae.nagano.jp/chip-boiler/img/h24report_woody-biomass.pdf
http://www.vill.sakae.nagano.jp/chip-boiler/img/h24report_woody-biomass.pdf
http://www.vill.sakae.nagano.jp/chip-boiler/img/h24report_woody-biomass.pdf
http://www.vill.sakae.nagano.jp/chip-boiler/img/h24report_woody-biomass.pdf


島しょ 

（仮）自然環境共生域 
（島しょ） 

(仮)自然環境共生域（島しょ）の役割 

作業中 

【地域の果たす役割】 
・世界に誇る豊かな自然がしっかりと守られるとともに、観光資源がさらに育まれ、島独自の魅力を発信。 
・医療や情報などの最先端技術が十分に活用され、住む人々へ安全な暮らしの場を提供。 

（都_12/1） 
リード文修正 
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三原山（大島町） 

登竜園地より（八丈町） メグロ（小笠原村 母島） 南島の扇池（小笠原村 父島） 

天上山（神津島村） 泊園地（新島村 式根島） 

裏砂漠（大島町） 赤崎遊歩道（神津島村） 



https://w
ww.tokyoi
slands-
net.jp/ 

大島 

利島 

新島 
式根島 

神津島 

三宅島 

御蔵島 

八丈島 

青ヶ島 

父島 

母島 

飛行機 

船舶 

ヘリコプター 

竹芝桟橋 
調布飛行場 

羽田空港 

熱海港 

下田港 

○海運・空輸路線を更に拡充することで島の新鮮な食材などが日本各地および世界で愛され、島ブランド 
が確立し、その魅力が世界に発信されている。 

(仮)自然環境共生域（島しょ）地域像 

作業中 

■淡路はたらくカタチ研究島 

淡路島の雇用創出をサポートする。厚生労働省の委託を受け、淡路地域雇用創造推進協議会
が手がけておりさまざまなバックグラウンドを持つ島民や移住希望者に対して、淡路島でど
んな仕事をつくり、どうライフスタイルを構築するかを、ワークショップや講義を通じて学
ぶ機会をつくっている。 

■犬島アートプロジェクト 

直島でのアート活動を礎に、瀬戸内海に浮
かぶ小さな島・犬島（岡山県）にて、
2008年に犬島アートプロジェクトを開始。 

■「石垣島Creative Flag」プロジェクト 
「クリエイティブで島を盛り上げる」ことを目的
に石垣市が実施する。 

調布アイランドプロジェクトの説明追加 

調布アイランドプロジェクト 
  

 調布飛行場という地域資源を活用
し、離島食材のリードタイム短縮を
実現し、調布飛行場周辺と伊豆諸島
との間に朝採れの野菜と新鮮な魚を
扱う新たな商流が創り出されてる。 

（都_12/1） 
リード文修正 

大島の椿油 大島 くさや 

新島の農産物 新島の水産物 

出典：東京都資料 

出典：東京都資料 出典：東京都資料 

出典：東京都資料 

出典：東京都資料 
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経 イ 文 



○自然環境を生かし、トライアスロンや自転車、トレッキングなど、様々なスポーツを行うことができる
基盤が整備されるとともに、島固有の歴史や文化が国内外の多くの観光客をひきつけている。 

○固有種の存在などにより、「東洋のガラパゴス」として観光客が増加していると同時に、島民ガイドの 
充実や客船が環境学習の場になる等、観光利用と自然保護が両立したエコツーリズムが浸透している。 

(仮)自然環境共生域（島しょ）地域像 

作業中 

ホノルルの国際トライアスロン 2016 

長崎 五島列島の国際トライアスロン 2015 

石垣島トライアスロン 

伊豆大島のトレッキング 神津島のトレッキング 

（11/25）歴史や文化を生かした
観光の視点を追加 

大島の椿林 

植物の40％、樹木の70％、 
カタツムリの94％、鳥の26％が 

固有種 

（都_12/1） 
リード文修正 

スライド合体 

新島 サーフィン 三宅島のバイクレース 

出典：東京都資料 出典：東京都資料 

八丈島の玉石垣 

出典：東京都資料 出典：東京都資料 

出典：環境省HP 

出典：環境省HP 
出典：東京都資料 出典：東京都資料 
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うるおいを追加 

経 文 う 



○福祉・医療施設の整備やICTインフラの充実による遠隔医療技術の発達など、地域の高齢者が健康で 
いきいきとした生活を送るための環境が整っている。 

(仮)自然環境共生域（島しょ）地域像 

作業中 

出典：島しょ地域における自治体の定住促進に関する調査研究報告書 (平成27年3月／公益財団法人 東京市町村自治調査会) 

・全国で最先端の情報・通
信・移動体の技術を活用して、
高齢化が進む地域におけるコ
ミュニティ単位の予防医療を
実現し、安心安全な社会創り
を目指している。（平成20年
に奥多摩町で遠隔医療予防相
談システムに関する実証実験
を実施） 

・インターネット環境などＩＣＴインフラの充実や医療機関の開設・増設が求められている。 

遠隔医療のイメージ 遠隔医療予防相談システムの概要 ブロードバンド基盤の現況 
（平成26年3月末時点） 

出典：「2020年代に向けた情報通信政策の在り方  報告書（案）」参考資料84
（情報通信審議会 2020-ICT基盤政策特別部会 基本政策委員会（第16回） 

資料16-1）（平成26年10月/総務省） 

（都_12/1） 
リード文修正 

出典：総務省HP 出典：総務省HP 
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暮 防 イ 



○豊かな自然環境が国内外の人々を惹きつけ、島への移住者が増加している。 
移住者はリノベーションした空き家等で暮らしながら共用オフィスで働き、地元との交流も楽しむなど 

 ゆとりある生活を送っている。 

(仮)自然環境共生域（島しょ）地域像 

作業中 

空き家のリノベーションで生まれたゲストハウス 
（東京都 / 台東区蔵前）  

 

株式会社アスラボ / asulabo Co., Ltd. 
シェア別荘など新しいライフスタイル等の推進事業を行っている。 

島おこしインターンシップのHP  
就活生を対象に、インターンとして島での就業体験斡旋を行っている。 

 

PIC追加 
インターンで働いている人 

クラウドサービス会社『鈴木商店』のサテライトオフィス。
常駐する社員は全員が美波町に移住した。古民家をリノベー
ションしたオフィスは、週末はカフェとして一部を開放して
いる。 

縁側やオフィスの約半分にあたるフロアスペースを常時開放
しており、お年寄りや、学校帰りの子どもたちの姿がほぼ毎
日見られる。 

（都_12/1） 
リード文修正 

スライド合体 

空き家をリノベーションしてできたカフェ、サテライト 
オフィスとして活用されている交流拠点（鳥取県/鳥取市）  

 

古民家をリノベーションしたサテライトオフィス（徳島県 美波町） 

出典：総務省HP 

出典：国土交通省HP 

地元との交流が行われるオフィス（徳島県 美波町） 

出典：総務省HP 

移住者との交流会（広島県/江田島市）  
 

出典：全国移住ナビHP（総務省） 
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http://www.jogme
c.go.jp/library/cont

ents9_02.html 

○ 洋上風力など海洋再生可能エネルギー開発・普及が大幅に進展し、エネルギー自立島が形成されている。 

(仮)自然環境共生域（島しょ）地域像  

作業中 

※ 海洋再生可能エネルギーとは、洋上風力、波力、潮流、海流、海洋温度差
等、海域において利用可能な再生可能エネルギーのことであり、発電に利用す
る場合には陸上以上のポテンシャルがあると言われている。（出典：＊＊＊） 

日本国内で初となる、銚子沖の洋上風力発電設
備が本格実証運転を開始。（Ｈ25） 

■日本周辺海域の海底熱水鉱床 現在日本において、将来的な商業生産への期
待が特に高まっている海底熱水鉱床 

（海底熱水鉱床の商業化イメージ） 

（海洋再生エネルギー（洋上風力）実証実験） 

小笠原諸島は、日本の排他的経済水域の約３割という広大な海域を確保する根拠となってお 
り、排他的経済水域において沿岸国は、天然資源（生物・非生物を問わない）の探査、開発、 
保存及び管理などのための主権的権利を有するとともに、人工島、施設及び構築物の設置及び 
利用、海洋環境の保護及び保全、海洋の科学的調査などに関する管轄権を有します。そのため、 
小笠原諸島は日本の漁業・天然資源開発などにおいて、大きな役割を果たすとともに、今後も 
海洋研究・海洋開発などの拠点として大きな可能性を有しています。 

イギリス 波や潮流の力を利用する海洋発電設備 

2014年の総発電量に占める風力発電の比率
が39.1％にまで高まったデンマーク 

イギリスは数々の優遇政策を設け海洋発電開発をリード。 
２0２0年までに原発２基分の電力を海洋発電で賄う計画 

八丈島では、地熱発電所の更新時期にあわせ、地熱の利用拡大
などによるクリーンアイランドの実現に向けて取り組んでいる 

東京都は地熱発電所の出力を3倍に引き上げ、再生可能エネ
ルギーの利用率を80％以上まで高めることを目指している 

デンマーク 洋上風力発電設備 

出典：経済産業省HP 

八丈島 地熱発電所 

出典：科学技術振興機構HP 

出典：経済産業省HP 
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